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安
全
で
豊
か
な

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

　
長
野
県
松
本
市
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
中

信
多
文
化
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
基
本
的
人
権
の

尊
重
に
基
づ
き
、
地
域
住
民
が
国
籍
や
文
化
の
違
い

を
超
え
、「
安
全
で
豊
か
な
共
生
社
会
の
実
現
」
を

目
指
し
、
平
成
20
年
に
任
意
団
体
を
立
ち
上
げ
、
22

年
１
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
得
し
て
い
る
。

　
主
な
活
動
内
容
は
、
松
本
市
の
委
託
事
業
と
し
て

市
内
の
小
中
学
校
に
支
援
員
を
派
遣
し
、
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
な
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
に
日

本
語
の
指
導
を
行
う
ほ
か
、

「
松
本
市
多
文
化
共
生
プ
ラ

ザ
」
の
運
営
委
託
を
受
け
、

外
国
人
の
相
談
対
応
を
行
う

と
と
も
に
、
日
本
人
と
外
国

人
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

企
画
・
実
施
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
同
法
人
は
平
成

28
年
か
ら
地
域
の
支
援
機
関

と
連
携
し
、
市
内
に
あ
る
並な

み

柳や
な
ぎ

団
地
の
住
民
を
対
象
と
し
た
生
活
相
談
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
支
援
に
取
り
組
ん
だ
経
緯
に
つ
い
て
、
同
法
人
社

会
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
丸
山
文
氏
は

次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
並
柳
団
地
は
、
総
戸
数
５
８
６
戸
の
県
営
住
宅

な
の
で
す
が
、
外
国
人
の
入
居
者
が
全
体
の
15
％
く

ら
い
を
占
め
、
ま
た
外
国
人
に
限
ら
ず
、
独
居
高
齢

者
や
生
活
困
窮
者
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
、
障
害
者
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
た
人
た
ち
が
多
く
住

ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
間
は
毎
年
の
よ
う
に
自
殺

す
る
入
居
者
が
出
て
お
り
、
団
地
の
町
会
長
か
ら
生

活
に
困
窮
し
て
い
る
住
民
へ
の
支
援
要
請
を
受
け
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
支
援
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
当
法
人
は
外
国
人
支
援
を
専
門
に
し

て
き
た
こ
と
や
、
1
団
体
で
は
で
き
る
こ
と
に
限
界

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
機
関

に
協
力
を
呼
び
か
け
、
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
協
働
し
な
が
ら
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」。要

支
援
者
を
支
援
に
つ
な
ぐ

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む

　
こ
の
並
柳
団
地
の
住
民
を
対
象
に
し
た
生
活
支
援

の
取
り
組
み
は
、
平
成
28
年
度
の
W
A
M
助
成
を

活
用
し
、「
暮
ら
し
と
地
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
」
と
し
て
実
施
し
た
。

地
域
の
支
援
団
体
と
協
働
し
、

生
活
課
題
を
抱
え
る
団
地
住
民
を
支
援

長
野
県
松
本
市
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

中
信
多
文
化
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　独立行政法人福祉医療機構（WAM）
が行う社会福祉振興助成事業（WAM
助成）は、国庫補助金を財源とし、高
齢者・障害者などが地域のつながりの
なかで自立した生活を送れるよう、ま
た、子どもたちが健やかに安心して成
長できるよう、NPO やボランティア
団体などが行う民間の創意工夫ある活
動などに対し、助成を行っています。
　今号では、WAM 助成を活用した特
定非営利活動法人中信多文化共生ネッ
トワークの取り組みを紹介します。
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：
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任
意
団
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設
立
：
平
成
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年
3
月
）

理
事
長
：
佐
藤
　
友
則

◆
団
体
概
要

● 助成実績 ●
○平成28年度
「暮らしと地域再生プロジェクト事業」

（助成額：266 万 2 千円）
事業概要：外国人や独居高齢者、障害者、生活困窮者などの要支

援者が多く居住する県営団地の住民を対象に、地域の
支援機関と協働しながら、相談会や全戸訪問を行うこ
とで潜在的ニーズを発掘し、適切に支援団体につなぐ
とともに、継続的なフォローアップを実施する事業
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同
事
業
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
課
題
を
抱
え
る
団

地
住
民
の
潜
在
的
ニ
ー
ズ
を
発
掘
し
、
適
切
な
支
援

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
相
談
会
（
暮
ら
し

応
援
Ｄ
Ａ
Ｙ
）
の
開
催
、
②
団
地
町
会
の
全
戸
訪
問

の
実
施
、
③
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
の
提
供
、
④
社

会
資
源
リ
ス
ト
の
作
成
、
⑤
連
絡
会
の
開
催
な
ど
を

実
施
し
た
。

　
団
地
住
民
を
対
象
に
し
た
相
談
会
（
暮
ら
し
応
援

Ｄ
Ａ
Ｙ
）
は
、
団
地
敷
地
内
に
あ
る
集
会
所
を
活
用

し
、
平
成
28
年
4
月
と
11
月
の
2
回
開
催
し
た
。
連

携
す
る
各
種
相
談
機
関
が
地
域
に
出
向
き
、
一
堂
に

会
す
る
こ
と
で
、
支
援
機
関
の
情
報
を
住
民
に
提
供

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
潜
在
的
ニ
ー
ズ
を
発
掘
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
。

　
団
地
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の
住
民
が
暮
ら
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
相
談
会
の
周
知
方
法
と
し
て
は
、

日
本
語
の
ほ
か
に
、
英
語
、
タ
イ
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
、
中
国
語
の
4
言
語
に
翻
訳
し
た
開
催
案
内
チ
ラ

シ
を
作
成
し
、団
地
町
会
の
協
力
で
全
戸
配
布
し
た
。

ま
た
、
相
談
の
有
無
を
問
わ
ず
、
多
く
の
住
民
に
参

加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
連
携
す
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク

団
体
な
ど
支
援
機
関
か
ら
提
供
を
受
け
た
米
や
古
着

な
ど
を
来
場
者
に
配
布
す
る
こ
と
や
、
行
政
や
病
院

か
ら
派
遣
さ
れ
た
看
護
師
、
保
健
師
に
よ
る
簡
易
的

な
健
康
診
断
や
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
を
全
面
的
に
広
報
す
る
こ
と
で
参
加
を
促
し

た
。

　
相
談
会
の
実
施
体
制
は
、
1
回
目
は
12
の
支
援
機

関
や
行
政
の
参
加
が
あ
り
、
設
置
し
た
交
流
テ
ー
ブ

ル
に
各
支
援
機
関
の
相
談
員
を
配
置
し
、
日
常
会
話

の
な
か
か
ら
悩
み
を
引
き
出
し
、
必
要
に
応
じ
て
別

室
で
個
別
対
応
を
行
っ
た
。2
回
目
の
相
談
会
で
は
、

14
の
支
援
機
関
や
行
政
が
参
加
し
、
支
援
機
関
ご
と

に
ブ
ー
ス
を
設
け
、
参
加
者
の
相
談
を
受
け
る
形
式

と
し
た
。

　
相
談
会
の
参
加
実
績
は
、
2
回
の
開
催
で
計
56
世

帯
が
来
場
し
、
延
べ
28
件
の
相
談
を
受
け
た
。
相
談

者
の
大
半
は
高
齢
者
で
、
相
談
内
容
と
し
て
は
体
調

不
良
が
最
も
多
く
、
高
齢
に
伴
っ
た
身
体
機
能
の
衰

え
や
障
害
に
よ
り
移
動
が
困
難
に
な
り
、
孤
立
し
が

ち
な
傾
向
が
あ
っ
た
。

全
戸
訪
問
を
実
施
し

潜
在
的
ニ
ー
ズ
の
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る

　
ま
た
、
相
談
会
に
と
ど
ま
ら
ず
、
団
地
の
全
戸
訪

問
を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
町
会
で
も
把
握
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
世
帯
構
成
な
ど
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

潜
在
的
ニ
ー
ズ
の
早
期
発
見
を
目
指
し
た
。

　
全
戸
訪
問
の
実
施
に
つ
い
て
、
同
事
業
事
務
局
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
八
木
わ
た
る
氏
は
次
の
よ
う
に

語
る
。

　「
私
は
い
く
つ
か
の
相
談
支
援
機
関
で
も
勤
務
し

て
い
る
の
で
す
が
、
い
ず
れ
の
相
談
機
関
で
も
問
題

に
な
る
の
は
『
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
ま

で
相
談
に
来
な
か
っ
た
の
か
』
と
い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
負
傷
や
障
害
に
よ
り
職
を
失
い
、
生
活
に

困
窮
し
て
孤
立
す
る
と
い
う
よ
う
な
連
鎖
反
応
は
支

援
の
介
入
が
遅
れ
る
ほ
ど
深
刻
な
状
況
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
日
本
社
会
に
お
け
る
相
談
機
関
は
官
民
と

も
に
未
だ
申
請
主
義
の
面
が
あ
り
、
相
談
に
来
た
人

に
は
全
力
で
対
応
す
る
も
の
の
、
大
半
の
相
談
機
関

は
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
が
で
き
て
い
な
い
の
が
現
実
で

す
。
早
期
に
介
入
す
る
た
め
に
も
、
相
談
に
来
な
い

人
に
対
し
、
こ
ち
ら
か
ら
出
向
い
て
い
く
姿
勢
が
非

相談会（暮らし応援 DAY）の様子。
各種相談機関が一堂に会すること
で、これまで把握していなかった潜
在的ニーズの発掘につなげた

支援対象となった県営住宅の並柳団地多くの住民に参加してもらうため、
相談会の来場者には米や古着など
を無料提供した
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常
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　
全
戸
訪
問
の
実
施
体
制
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
生
活
困
窮
者
支
援
や
外
国

人
支
援
、
子
育
て
支
援
な
ど
専
門
の
異
な
る
各
支
援

機
関
の
ス
タ
ッ
フ
が
2
人
1
組
と
な
り
、
女
性
の
入

居
者
が
話
を
し
や
す
い
よ
う
必
ず
女
性
ス
タ
ッ
フ
を

組
み
合
せ
た
。
ま
た
、
連
携
す
る
松
本
大
学
で
社
会

福
祉
を
専
攻
し
て
い
る
学
生
に
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
参
加
し
て
も
ら
い
、
地
域
支
援
の
担
い
手
を

養
成
す
る
こ
と
も
狙
い
と
し
た
。

　
全
戸
訪
問
は
、
平
成
28
年
10
～
12
月
の
間
に
計
8

回
実
施
し
、
空
室
を
除
く
３
９
１
戸
の
う
ち
２
４
３

戸
の
入
居
者
と
対
話
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
訪
問
の

際
に
は
世
帯
構
造
や
困
難
の
内
容
、
つ
な
が
っ
て
い

る
社
会
資
源
な
ど
、
各
戸
ご
と
に
話
せ
る
範
囲
で
の

簡
易
的
な
ニ
ー
ズ
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
必
要
で

あ
れ
ば
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
た
。

　「
実
際
に
訪
問
し
た
こ
と
で
、
入
居
す
る
世
帯
の

3
分
の
1
近
く
が
独
居
高
齢
者
で
あ
る
こ
と
や
、
団

地
の
5
階
建
て
の
棟
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
な
ど
、
移
動
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
害

を
も
つ
人
に
と
っ
て
は
非
常
に
厳
し
い
住
環
境
に
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
困
難
事
例
と
し
て
は
、

相
談
会
と
同
様
に
慢
性
的
な
体
調
不
良
を
訴
え
る
人

が
圧
倒
的
に
多
く
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
人
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。『
お
金
が
な
い
、
身

体
が
不
自
由
で
移
動
が
で
き
な
い
』
ゆ
え
に
ひ
き
こ

も
り
状
態
に
陥
る
と
い
う
連
鎖
反
応
が
明
確
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
初
の
想
定
で
は
、
制
度
や
支

援
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
人
を
適
切
な
支
援
に
つ
な

ぐ
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
生
活
保

護
受
給
者
が
一
定
数
い
る
な
ど
、
大
半
の
人
は
何
ら

か
の
社
会
資
源
に
う
っ
す
ら
と
つ
な
が
っ
て
い
る
も

の
の
、
そ
れ
で
問
題
が
解
決
し
て
い
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
」（
八
木
氏
）。

要
支
援
者
に
対
し

継
続
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
提
供

　
相
談
会
や
全
戸
訪
問
の
実
施
後
は
、
掘
り
起
こ
さ

れ
た
要
支
援
者
に
対
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
継
続

的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
を
提
供
し
た
。
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
支
援
で
は
、
訪
問
し
た
各
支
援
員
が
作
成

し
た
相
談
記
録
を
も
と
に
、
八
木
氏
が
支
援
機
関
に

つ
な
い
だ
り
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
専
門
性
を
も
つ

支
援
員
を
配
置
す
る
な
ど
、
継
続
的
な
見
守
り
を
行

っ
た
。
見
守
り
続
け
る
体
制
を
つ
く
る
こ
と
で
、
要

支
援
者
と
の
関
係
性
を
構
築
し
、
よ
り
深
い
悩
み
を

引
き
出
す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
支
援
に
つ
な
げ
た
後
は
、
八
木
氏
が
効

果
測
定
ま
で
行
っ
た
と
い
う
。

　「
課
題
が
解
決
す
る
ま
で
伴
走
的
な
支
援
を
行
う

こ
と
は
非
常
に
重
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
就
労

支
援
団
体
に
つ
な
い
だ
際
に
、
そ
の
後
の
状
況
を
聞

い
て
も
把
握
し
て
い
な
い
支
援
機
関
と
い
う
の
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
支
援
機
関
が
申
請
主
義

を
否
定
す
る
一
方
で
、
訪
問
支
援
を
す
る
人
員
的
な

余
力
が
な
い
背
景
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
伴

走
的
な
支
援
の
リ
ソ
ー
ス
が
地
域
全
体
で
乏
し
い
こ

と
が
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
八
木
氏
）。

地
域
の
支
援
機
関
の
情
報
を
掲
載
し
た

社
会
資
源
リ
ス
ト
を
作
成

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
助
成
事
業
で
は
生
活
課
題
を
抱

え
る
当
事
者
や
周
り
の
人
た
ち
が
支
援
機
関
の
情
報

を
得
や
す
く
す
る
た
め
に
、
連
携
団
体
を
中
心
に
14

の
相
談
窓
口
や
支
援
機
関
等
の
情
報
を
掲
載
し
た
地

域
の
社
会
資
源
リ
ス
ト
『
松
本
暮
ら
し
応
援
ガ
イ
ド
』

を
作
成
。
地
域
の
支
援
機
関
や
民
生
委
員
、
自
治
会

な
ど
に
配
布
し
、
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
る
。

　「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
チ
ラ
シ
と
同
様
に
日
本
語
版

の
ほ
か
、
英
語
、
中
国
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
タ
イ
語
、

全戸訪問では、専門の異なる各支援機関
の支援員が 2 人 1 組となり、簡易的な
ニーズアセスメントを行った

地域の支援団体との「連絡会」を毎月開
催し、意見交換と情報共有を行うことで
ネットワークの強化を図った
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タ
ガ
ロ
グ
語
の
5
カ
国
語
版
を
作
成
し
、
外
国
語
版

で
は
見
開
き
で
日
本
語
と
外
国
語
を
併
記
す
る
こ
と

で
、
日
本
人
支
援
者
が
外
国
人
に
説
明
し
や
す
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
で
き
る
限
り
専
門
用
語
を
用

い
ず
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
を
選
ぶ
と
と
も
に
、
支

援
内
容
や
困
り
ご
と
を
ア
イ
コ
ン
で
表
示
し
、
目
で

み
て
必
要
な
支
援
機
関
を
検
索
で
き
る
よ
う
工
夫
し

ま
し
た
」（
丸
山
氏
）。

　
ま
た
、連
携
す
る
支
援
団
体
と
は「
連
絡
会
」を
毎
月

開
催
し
、
意
見
交
換
や
情
報
共
有
を
通
じ
て
支
援
機

関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
地
縁
組

織
で
あ
る
団
地
町
会
と
の
つ
な
が
り
も
深
め
て
い
る
。

　
助
成
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
八
木
氏
は
、
限
ら
れ

た
資
源
の
な
か
で
地
域
の
支
援
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
一
つ
ひ
と
つ
は
軽
度

で
あ
っ
て
も
、
複
数
の
困
難
が
重
な
る
こ
と
で
深
刻

な
問
題
を
も
た
ら
す
こ
と
を
共
有
で
き
た
こ
と
を
あ

げ
て
い
る
。

　「
助
成
事
業
で
は
、
団
地
に
お
け
る
固
有
の
困
難
が

あ
る
こ
と
が
み
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、
並
柳
団
地
の

町
会
が
主
導
し
、
団
地
の
あ
る
自
治
会
同
士
の
情
報

交
換
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
事

業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、
松
本
市
の
事
業
と
し

て
採
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
」。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
連
携
す
る
支

援
団
体
と
団
地
町
会
が
中
心
に

な
り
、
団
地
の
子
ど
も
た
ち
を

対
象
に
し
た
食
事
支
援
と
学
習

支
援
を
行
う
「
な
み
カ
フ
ェ
」

が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
団
地

住
民
の
移
動
支
援
を
組
織
化
す

る
動
き
も
あ
る
と
い
う
。

　
地
域
の
支
援
機
関
と
協
働

し
、
団
地
住
民
の
潜
在
的
な
支

援
ニ
ー
ズ
を
発
掘
し
、
適
切
に

支
援
に
つ
な
ぐ
同
法
人
の
取
り

組
み
が
全
国
に
広
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ

　平成 28 年度の WAM 助成では、団地住
民を対象にした支援に取り組みましたが、潜
在ニーズを発掘し、支援機関につなぐ環境づ
くりができたのではないかと思います。
　今後の課題としては、支援困難事例としてサービス拒否という問
題があります。実際に相談会や全戸訪問を実施するなかで、支援の
拒絶感が強い人ほど困難な状況に置かれている傾向があり、そのよ
うな人への対応を考えていく必要があります。
　また、このような支援を拒絶する人たちや困難が軽度な人たちを 

「見守る」という言い方をしますが、結果的に放っておくに近い見守
りになりがちです。もちろん、拒否されている以上は無理やり介入
するわけにはいかないという理由があるのですが、拒絶の自由と尊
厳を尊重しつつも、信頼関係やつながりをつくっていくことを、もう
少し意識的にやっていく必要があると痛感するとともに、適切なア
プローチの手法を開発していかなくてはならないと考えています。

特定非営利活動法人
中信多文化共生ネットワーク

「暮らしと地域再生プロジェクト事業」事務局

   八木 わたる氏

サービス拒否への
　　　対応方法が課題

助成事業で作成した社会資源
リスト「松本暮らし応援ガイ
ド」。外国語版（5 カ国語）では、
見開きで日本語と外国語を併記
し、日本人の支援者が外国人に
説明しやすいように配慮した

特定非営利活動法人
中信多文化共生ネットワーク

社会福祉プログラムディレクター

丸山  文氏

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

●NPOリソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
   TEL  : 03-3438-4756

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
   TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

寄付金のお願い
当機構では
　寄付金を募集しています

 お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

NPO等の民間福祉活動への
応援よろしくお願いします！

WAM からひと言 
　要支援者が多く居住する県営団地への全戸訪問により、住民が抱
えているさまざまな問題を明らかにし、潜在化していたニーズを支
援機関につなぐネットワークを構築した点、また地域の支援機関を
地域資源リスト（冊子）としてわかりやすい形にまとめ、地域資源
の可視化に結びつけた点を高く評価しています。
　今後も地域の要支援者への継続的な取り組みを期待しています。
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